
「ア
ク
テ
ィ
ブ
試
験
を

憂
慮
す
る
全
国
市
民
の
会
」

（一
四
〇
団
体
）

要
請
行
動

◇
一
月
一
五
日

保
安
院
交
渉

約
三
〇
人
が
結
集
。
保
安

院
担
当
者
「
第
四
ス
テ
ッ
プ

の
変
更
は
な
し
」
と
確
認
。

＊
こ
の
際
に
岩
手
の
会
代

表
は
「
追
加
分
署
名
」
一
万

三
一
三
〇
筆
提
出
。
合
計
一

〇
万
五
五
一
七
筆
と
な
る
。

◇
二
月
七
日

保
安
院
緊
急
要
請
集
会

衆
議
院
第
二
議
員
会
館

に
て
市
民
集
会
を
開
催
。
ガ

ラ
ス
固
化
体
製
造
技
術
に

本
質
的
欠
陥
が
あ
り
克
服

さ
れ
て
い
な
い
。「
報
告
書
」

は
審
査
に
値
し
な
い
。
第
四

ス
テ
ッ
プ
終
了
は
認
め
な

い
で
ほ
し
い
、
な
ど
。

◇
二
月
八
日

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
会
議

傍
聴
を
要
請
す
る
が
非

公
開
。

◇
二
月
九
日

「
安
全
小
委
員
」
へ

 
 

要
請
書
発
送
行
動

◇
二
月
一
四
日

核
燃
サ
イ
ク
ル
安
全
小

委
員
会
傍
聴
・
要
請
行
動

経
産
省
で
開
催
さ
れ
た
。

全
国
各
地
か
ら
約
一
〇
〇

人
が
結
集
し
、
傍
聴
・
要
請

行
動
を
展
開
し
た
。

溜
ま
る
「高
レ
ベ
ル
廃
液
」、

見
通
し
暗
い
「
ガ
ラ
ス
固
化
」

六
ヶ
所
再
処
理
工
場
で
は

既
に
、
使
用
済
み
核
燃
料
一

一
一
〇
体
、
ウ
ラ
ン
換
算
で

三
二
〇
㌧
が
処
理
さ
れ
、「
高

レ
ベ
ル
廃
液
」
が
推
定
一
六

〇
立
方
㍍
あ
ま
り
作
ら
れ
た

と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
「
高

レ
ベ
ル
廃
液
」
は
、
密
閉
さ

れ
て
い
た
「
死
の
灰
（
核
分

裂
生
成
物
）」
が
液
状
化
さ
れ

た
も
の
で
極
め
て
危
険
な
存

在
で
す
。
人
が
そ
ば
に
い
る

だ
け
で
致
死
す
る
と
い
う
強

い
放
射
能
を
有
し
、
発
熱
の

た
め
絶
え
ず
冷
却
し
攪
拌
し

な
け
れ
ば
沸
騰
し
ま
す
。
ガ

ラ
ス
固
化
の
技
術
の
見
通
し

が
立
た
な
い
う
ち
に
、
多
量

の
廃
液
を
作
る
こ
と
は
そ
れ

だ
け
危
険
を
増
大
さ
せ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん

厳
重
に
タ
ン
ク
に
保
存
さ
れ

管
理
さ
れ
て
い
る
と
は
思
わ

れ
ま
す
が
何
ら
か
の
ト
ラ
ブ

ル
に
よ
る
電
源
喪
失
に
よ
る

事
故
や
地
震
に
よ
る
漏
出
事

故
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

委
員
会
も
そ
の
ま
ま
認
め
ら

れ
な
い
内
容
の
「報
告
書
」

日
本
原
燃
は
、
一
一
月
四

日
以
来
、「
高
レ
ベ
ル
放
射
性

廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
体
」
の
製

造
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
の

日
か
ら
一
月
一
八
日
ま
で
の

ガ
ラ
ス
固
化
作
業
に
つ
い
て

の
報
告
書
が
二
月
四
日
保
安

院
に
提
出
さ
れ
、
原
燃
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
ま
し

た
。
自
ら
の
ガ
ラ
ス
固
化
技

術
の
致
命
的
欠
陥
が
吐
露
さ

れ
る
内
容
で
あ
り
、
委
員
か

ら
は
「
こ
れ
で
は
落
第
だ
、

こ
の
ま
ま
で
最
終
処
分
が
出

来
る
の
か
」
な
ど
の
厳
し
い

声
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

日
本
原
燃
は
二
〇
〇
七
年

の
夏
に
保
安
院
に
提
出
し
た

「
第
四
ス
テ
ッ
プ
計
画
書
」

に
お
い
て
「
Ａ
・
Ｂ
の
二
系

列
あ
る
ガ
ラ
ス
固
化
工
程
で

運
転
性
能
と
能
力
確
認
の
試

験
を
行
う
。
そ
の
場
合
、『
連

続
し
て
五
日
以
上
の
安
定
運

転
』
と
、
『
一
時
間
当
た
り
、

三陸の海を放射能から守る                     天恵の海を守ろう！
岩手の会   第５０号                        200８（平成２０）年      
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日
本
原
燃
は
二
月
四
日
、
第
四
ス
テ
ッ
プ
で
行
っ
た
「
ガ

ラ
ス
固
化
設
備
の
試
験
状
況
報
告
書
」
を
経
産
省
原
子
力
安

全
・
保
安
院
に
提
出
し
ま
し
た
。
二
月
一
四
日
に
開
催
さ
れ

た
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
安
全
小
委
員
会
は
「
運
転
状
況
の
維
持

は
具
体
策
が
な
く
十
分
で
な
い
」
と
指
摘
し
、
再
試
験
の
二

条
件
を
付
し
て
第
五
ス
テ
ッ
プ
移
行
を
認
め
ま
し
た
。
全
国

市
民
団
体
有
志
約
百
人
が
傍
聴
に
詰
め
か
け
、
第
四
ス
テ
ッ

プ
終
了
を
認
め
な
い
よ
う
要
請
行
動
を
行
い
ま
し
た
。
ガ
ラ

ス
固
化
技
術
に
つ
い
て
見
通
し
の
立
た
な
い
ま
ま
で
は
、
試

験
運
転
そ
の
も
の
が
行
き
詰
ま
る
こ
と
に
な
り
ま
す

経産省保安院要請集会 ２月７日（衆議院第二議員会館）

      写真は「美浜の会」ホームページから



ＡＶＭ法 【ラ・アーグ（仏）

セラフィールド（英）採用】
電子レンジと同じ「高周波誘導加

熱」によりガラスを溶融する。白金族

元素問題はクリアしたと言われる。

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！

再
処
理
本
格
稼
働
Ｉ
Ｎ

仙
台

◇
時

三
月
一
六
日
（
日
）

◇
所

仙
台
市
情
報
・
産
業
プ
ラ
ザ

多
目
的
ホ
ー
ル
ア
エ
ル
５
Ｆ

（
仙
台
駅
西
口
近
く
）

◇
入
場
無
料

（
上
映
会
の
み
五
〇
〇
円
）

一
一
時
三
〇
分

「
六
ヶ
所
村
通
信
Ｎ
Ｏ
４
」
上
映

一
二
時
三
〇
分

ラ
イ
ブ
（
匂
当
台
公
園
）

一
三
時

基
調
対
談
・
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
・

 
 

 

パ
ネ
ル
ト
ー
ク

一
六
時

ウ
オ
ー
ク
（
市
内
）

一
八
時
三
〇
分

ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ラ
イ
ブ
（
匂
当
台
公
園
）

◆
主
催

海
を
守
ろ
う
・市
民
五
団
体
（仙
台
・

石
巻
・宮
古
・盛
岡
・八
戸
）

◆
問
い
合
わ
せ｢

三
陸
・
宮
城
の
海
を
放
射
能

か
ら
守
る
仙
台
の
会｣

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
二
二
ー
二
六
八
ー
四
〇
四
二

Ｔ
Ｅ
Ｌ

〇
九
〇
ー
五
四
〇
二

 
 

 
 
 

 
 
 

ー
九
九
五
二
（
広
瀬
）

ＬＦＣＭ法
【六ヶ所再処理工場採用】
電極と電極の間で、電気抵抗を利用

し、ガラスを溶融する方法。この技術は

ドイツの方式をベースに日本独自に開

発。東海再処理工場以来白金族元素

滞積に悩まされている。

七
〇
㍑
の
廃
液
の
ガ
ラ
ス
固

化
』
を
判
定
基
準
に
す
る
」

と
し
て
お
り
ま
し
た
。

し
か
し
日
本
原
燃
は
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
優
先
し
一
二
月

一
四
日
、
こ
の
事
前
の
計
画

を
自
ら
変
更
し
、「
Ａ
系
列
の

み
の
試
験
報
告
」
と
し
、
第

五
ス
テ
ッ
プ
分
の
使
用
済
み

燃
料
六
〇
㌧
を
事
前
に
せ
ん

断
す
る
こ
と
を
保
安
院
に
届

け
出
ま
し
た
。

「添
付
資
料
」が

不
備
な
報
告
書

「
報
告
書
」
に
は
試
運
転

実
施
の
日
録
や
、
そ
の
時
の

デ
ー
タ
な
ど
が
記
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
マ
ス
キ
ン
グ
（
空

欄
）
も
多
く
あ
り
極
め
て
不

備
な
も
の
で
す
。

次
の
よ
う
な
問
題
点
が
指

摘
さ
れ
ま
す
。

▼
Ａ
系
列
の
み
の
報
告

二
系
列
の
試
験
を
行
う
と

さ
れ
て
い
る
の
に
Ａ
系
列
の

み
の
報
告
が
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
廃
液
の
流
入
量
や
製
造

ガ
ラ
ス
固
化
体
の
数
が
出
て

い
ま
す
が
、
肝
心
の
、
ガ
ラ

ス
溶
融
時
の
温
度
が
出
て
い

ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
Ｂ
系
列

も
多
少
動
か
し
た
よ
う
に
思

わ
れ
ま
す
が
状
況
は
記
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。

▼
白
金
族
元
素
が
堆
積
し
連

続
運
転
が
出
来
な
い

六
ヶ
所
工
場
の
ガ
ラ
ス
溶

融
炉
の
特
徴
は
、
炉
内
の
ガ

ラ
ス
の
電
気
抵
抗
を
利
用
し

て
電
極
間
に
通
電
し
温
度
を

あ
げ
る
方
式
を
採
用
し
て
い

る
こ
と
で
す
。
報
告
書
に
は

廃
液
内
の
白
金
族
元
素
が
炉

底
部
に
堆
積
し
目
詰
ま
り
を

起
こ
す
こ
と
が
書
か
れ
て
い

ま
す
。
電
極
間
を
電
気
が
白

金
族
元
素
を
通
っ
て
短
絡
通

電
し
、
炉
内
温
度
が
充
分
上

が
ら
ず
、
ガ
ラ
ス
溶
融
が
不

十
分
の
場
合
が
あ
り
、「
安
定

し
た
運
転
を
定
常
的
に
形
成

出
来
な
か
っ
た
」
と
し
て
い

ま
す
。

白
金
族
元
素
の
沈
殿
に

四
苦
八
苦

こ
の
白
金
族
元
素
の
沈
殿

と
目
詰
ま
り
に
つ
い
て
は
、

当
初
か
ら
予
想
さ
れ
て
お
り
、

日
本
原
燃
は
、
炉
底
部
を
低

温
に
し
、
炉
上
部
を
高
温
に

し
て
、
溶
融
ガ
ラ
ス
と
廃
液

を
導
入
し
、
充
分
溶
融
し
て

か
ら
、
炉
底
部
を
補
助
電
源

で
加
熱
し
、
タ
イ
ミ
ン
グ
良

く
流
下
さ
せ
る
と
い
う
「
熟

練
運
転
」
を
試
行
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
綱
渡
り
の
よ
う
な

こ
の
方
式
は
う
ま
く
行
か
ず
、

炉
底
部
に
白
金
族
が
溜
ま
り
、

棒
な
ど
で
攪
拌
す
る
作
業
を

四
回
も
行
っ
て
い
ま
す
。
一

二
月
二
七
日
に
は
機
械
を
止

め
て
、
白
金
族
元
素
を
削
ぎ

落
と
す
抜
き
取
り
作
業
を
開

始
し
、
現
在
も
点
検
作
業
が

続
い
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
も
「
第
四
ス
テ
ッ
プ
終

了
」
と
報
告

こ
の
よ
う
な
実
態
を
見
れ

ば
、
第
四
ス
テ
ッ
プ
は
当
然

ク
リ
ア
出
来
な
か
っ
た
と
考

え
る
べ
き
で
す
が
、
驚
い
た

こ
と
に
、
報
告
書
で
は
「
第

五
ス
テ
ッ
プ
試
験
開
始
ま
で

に
処
置
を
終
了
す
べ
き
不
適

合
事
項
に
つ
い
て
は
、
処
置

を
終
了
し
た
こ
と
を
確
認
し

た
上
で
第
五
ス
テ
ッ
プ
の
試

験
を
開
始
す
る
」
と
し
ま
し

た
。
小
委
員
会
も
条
件
を
付

し
て
こ
れ
を
認
め
ま
し
た
。

小
委
員
会
の
条
件
は
、
第
五

ス
テ
ッ
プ
の
中
で
①
ガ
ラ
ス

固
化
体
の
試
験
製
造
を
再
開

す
る
前
に
具
体
的
な
運
転
方

法
を
確
認
す
る
。
②
試
験
製

造
を
再
開
し
た
後
の
状
況
に

つ
い
て
も
再
度
確
認
す
る
。

と
い
う
も
の
で
す
。

低
温
で
製
造
さ
れ
た
不
良
品

ガ
ラ
ス
固
化
体
は
大
丈
夫
か

日
本
原
燃
は
、
今
回
製
造

さ
れ
た
ガ
ラ
ス
固
化
体
は
、

廃
液
三
〇
立
方
㍍
に
よ
る
六

〇
体
で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

製
造
立
ち
上
げ
の
一
一
月
四

日

～

一

一

日

の

期

間

を

「
六
・
五
日
間
の
連
続
運
転
」

と
し
て
条
件
に
適
用
さ
せ
て

お
り
、「
廃
液
を
一
時
間
あ
た

り
七
〇
㍑
注
入
運
転
」
は
添

付
さ
れ
た
運
転
記
録
の
グ
ラ

フ
に
よ
っ
て
は
読
み
取
れ
ま

せ
ん
。
む
し
ろ
、
連
続
運
転

出
来
た
の
は
、
当
初
の
数
日

間
で
あ
り
、
そ
れ
以
降
は
、

ガ
ラ
ス
固
化
最
低
温
度
と
さ

れ
る
一
一
〇
〇
度
に
達
し
な

い
ま
ま
、
作
業
が
な
さ
れ
た

事
例
が
読
み
取
れ
、

欠
陥
品
が
か
な
り

生
み
出
さ
れ
た
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

「
製
品
の
不
適
合

の
事
例
」
に
は

「
ガ
ラ
ス
固
化
体

が
盛
り
上
が
り
、

キ
ャ
ニ
ス
タ
ー

（
ガ
ラ
ス
固
化

体
の
入
れ
物
）
の

蓋
が
閉
ま
ら
ず
」

と
い
う
報
告
も

記
さ
れ
て
い
ま
す
。

即
時
せ
ん
断
の
中
止
を

「
ガ
ラ
ス
固
化
」
の
技
術
の

見
通
し
が
立
た
ず
欠
陥
ガ
ラ

ス
固
化
体
を
作
り
出
し
な
が

ら
、
一
方
で
は
、
超
危
険
な

「
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液
」

を
作
り
続
け
る
こ
と
は
、
事

故
な
ど
の
潜
在
的
危
険
を
増

大
さ
せ
、
蒸
発
濃
縮
等
に
よ

る
放
射
性
廃
液
（
ト
リ
チ
ウ

ム
な
ど
）
の
垂
れ
流
し
を
増

大
さ
せ
る
だ
け
で
す
。
少
し

で
も
早
く
再
処
理
工
場
の
停

止
を
行
う
べ
き
時
と
言
え
ま

す
。 

 

（
ま
と
め
・
尚
）

新
聞
広
告

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
続
行
）

皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
岩
手
日

報
一
月
二
七
日
朝
刊
に
意
見
広
告

を
掲
載
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
第
二
弾
「
朝
日
新
聞
」

（
青
森
・
岩
手
・
宮
城
）、
第
三
弾

と
し
て
、
青
森
あ
る
い
は
首
都
圏

で
の
掲
載
を
考
え
て
い
ま
す
。

一
口
千
円
（
何
口
で
も
可
）

二
次
締
め
き
り
三
月
末
日

郵
便
振
替
口
座
番
号

〇
二
二
〇
〇
ー
〇
ー

 
 
 
 

一
〇
五
七
六
八

加
入
者
名

子
ど
も
と
海
と
空
の
会

（
代
表

澄
川
嘉
彦
）


